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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express 己 800/T110b 


運用参 f 呆守編 

装置の運用および保守じついて説明します。 



r 曰常の保守」（348ページ） 

日常使う上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

r システム診断」（352ページ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

r 障害時の対処」 （35 日ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の磕認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

r 保守ツール」（398ページ） 

保守ユーティリティの使い方について説明します。 

r 移動と保管」 （404 ページ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明します。 

r ユーザーヴポート」 （40 目ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスじついて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 
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曰おの巧巧 

装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行って 
<ださい。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 


アップデートの確認 • 適用 


Express 5800シリーズでは、本体および周辺機器の BIOS、FW (ファームウエア）、ドライバ 
などのアップデート情報を弊社 Web サイトの]: i 下のページに掲載しています。システムの安 
を稼働のため、常に最新のアップデートを適用いただくことをお勧めいたします。 


NEC 〕ー ポレートサイト ( http :// www . nec . co . jp /) 

[サポート.ダウン□ー ド]- [ PC サーバ/ブレードサーパ] 

なお、本体の BIOS、FW (ファームウェア）につきましては、適用が必要なアップデートの橫 
出)-ダウン□—ド-適用をサポートするツール 「 ExpressUpdate 」 も提供しています。 
「 ExpressUpdate 」 は、本体添付の DVD 「 EXPRESS 目 ULDER 」 内に格納されています。 



• 最新アップデートのダウン□ードおよび適用作業は、お客様自身で実施 
<ださい。 

• 最新アップデートの適用にあたっては、万一の場合に備えて、適用前に 
データをバックアップされておくことをお勧めいたします。 
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システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Ma ^ lage 「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
んがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「アラートビューア」でアラートが通報され 
ていないかチェックしてください。 

ESMPR 日でチェックする画面 




ESMPRO/ServerManager アラートビューア 



定期的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勤め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、目 IOS の設をを変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のノ\、ソクアップをとってくだ 
さい （133 ページを参照）。 

RAID システムを構築しているシステムでは、 RAID システムのコンフィグレーション情報のバッ 
クアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブの故障じよるリビルドを行っ 
た後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勤めします。コンフィグ 
レーション情報のバックアップじついては、ボードに添付の説明書を参照してください。 



アラー トの ffi 認 
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ク ij— ニング 


装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取って<ださい。ミちれが落ちに<いとき 
は、次のような方まできれいになります。 


wO • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 

量3 いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1. 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

日.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でちラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 


キーボードのクリーニング 

キーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な）に 
なっていることを磕認した後、车ーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 
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CD-ROM/DVD-ROM のクリーニング 

CD-ROM / DVD - ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりすると 
データを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、 CD - ROM / DVD-ROM 
のクリーニングを行います。 


1. 本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. CD - R 日 M / DVD - R 日 M を軽く持ちながらトレーから取り出す。 

W-0 CD-ROM/DVD-ROM の信号面に手び触れないよう注意してくださし、。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふさ取る。 

W"0 P 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないで<ださい。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となります。 

己.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

6. CD - R 日 M / DVD - R 日 M の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


CD-ROM/DVD-ROM は、中,こ、か5 
外側に向けてふいてください。ク 
リーナをお使いになるときは、 CD- 
ROM/ DVD-ROM 専用のクリーナ 
であることをお確かめください。レ 
コード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーを使用ずると、ディ 
スクの内容び読めなくなったり、装 
置にそのディスクをセットした結 
果、故障したりずるおそれびありま 
す。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
し^。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用期 
間や寿命じついてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBULDER 」 の 「Tool menuj から [Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本体に取りがけられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W-0 システム該断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それがあります。 




ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 

ん。 


システム診断の起動と終了 


システム彰断には、本体に直接接続されたコンソール（车ーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


W-0 「保守ツール」では、コンソールレスでの通信方洒こ LAN と COM ポートの2つ 
Bta の方法を記載していまずび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用することびできます。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「EXPRESSBUILDER」DVD を使ってシステムを起動する。 










運用•保守編 353 


己.本体のコンソールを使用して起動する場合は [Tool menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る。 


システム(こよっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
区エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は fJapaneseJ を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics 」 を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End - Use 「 Mode 」 を選択してシステム診断を開始します。 
約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験タイトル 


ガイドライン 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する丰一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で<[が6「>车一を押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
ホく反転表示し、ち側の結果に fAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動し < Erite 「> 羊一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従し VcEso キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
— Enduser Menu — 


<Test Res 山わ 


<Device Lis わ 
<Log Info> 
<Option> 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 巨 vie 白 Ust > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グを保存することができます。試験□グを保存する 
場合は、 FAT フォーマット済みのリムーバブルメディアをセットし、く Save ( F )> を 
選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

< Reboot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューで < Reboot > を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESSBULDER から起動します。 

9. EXPRESS 巨 UILDER を終了し、光ディスクドライブから DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 


W 上でシステム彰断は終了です。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を磕認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。 

障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウェア要因によるちのかを判断するには、 
[51\/|ド1^0/56「ソ6「1\/131139げが便利です。 



サーバの一 
の障害発生箇所、 および障 
害内容を確認 



ESMPRO/ 
g 色 rv 百 rManag 臣广 


障害箇所の切り分け 







































356 障喜時の対処 


エラーメッセージ 


本体じなんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラーメッ 
セージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON にすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を橫 
出)すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 


W -0 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示や ビープ音の J く夕一 
ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 




POST のエラーメッセージー覽は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボードに搭載されている BIOS のエ 
ラーメッセージとそのが処方法についてはオプションに添付のマニュアルを 
参照してください。 
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画面に表示されるエラーメッセージ 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー。 

丰ーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

丰ーボードの異常。 

丰ーボードを接続し直して再起動してく 
ださい。それでも直らない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard Locked - Un¬ 
lock key switch. 

丰ーボードが□ックされている。 

丰ースイ、ソチの□ックを解除してくださ 
し、□ックを解除しても直らない場合 
は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run SET¬ 
UP. 

モニタのタイプが CMOS と一致し 
ない。 

SETUP を起動してください。 SETUP で 
直らない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0232 

Extended RAM FaiLed 
at address Line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is 
dead - Replace and run 
SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリを 
交換して<ださい。（交換後、 SETUP を 
起動して設定し直して < ださい。） 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default config¬ 
uration used. 

システム CMOS のチェックサムが 
正しくない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

0252 

Password checksum bad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが正しく 
ない。 

パスワードがクリアされました。 

SETUP を起動して設定し直してくださ 
い。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付を設定 
し直してください。設定し直しても同じ 
エラーが続けて起きるときは保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0270 

Rea L time clock er¬ 
ror - 

リアルタイムク□、ソクエラー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムク□ックの時刻設定に 
誤りがある。 

0280 

Previous boot 
incompLete - Default 
configuration used 

前回のシステム起動時 POST が完 
了しませんでした。 

SETUP で設定し直してください。 

0281 

Memory size found by 
POST differd from 

EISA CMOS 

POST がお化したメモリサイズが 
EGA CMOS の内容と一致しません 
でした。 

EGA CMOS の初期化。 

02D0 

System cache error - 
Cache disab Led. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching 

Limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界 
を超えた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EGA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test FaiLed ■ 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI FaiLed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fai し - safe Timer NMI 

FaiLed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0613 

Com A conTiguration 
changed 

COM A の設定が変更されました。 

COM A の設定を確認してください。 

0614 

Com A conTig.error - 
device disabled 

COM A の設定エラーです。 


0615 

Com B conTiguration 
changed 

COM B の設定が変更されました。 

COM B の設定を確認してください。 

0616 

Com B config.error - 
device disabled 

COM B の設定エラーでず。 


0B28 

Unsupported CPU de¬ 
tect on CPU Socket 1. 

CPU #1ソケットにサポートしてい 
ない CPU が搭載されている。 

保守サービス会社に連絡して保守を依頼 
してください。 
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ディスプレイ上の エラーメツセー ジ 

意味 

巧処方法 

0B42 

Resource ConrLict 

リソースが競合しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B43 

Warning: IRQ not con- 
T 1 gu red 

IRQ が設定されていません。 


0B45 

System Configuration 
Data Write Error 

システム設定値の読み込みができま 
せん。 


0B60 

DIMM1 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをお出した。メモリグ 
ループ#1が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B61 

DIMM2 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリグ 
ループ#2が縮退している。 


0B62 

DIMM3 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリグ 
ループ#3が縮退している。 


0B63 

DIMM4 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリグ 
ループ#4が縮退している。 


0B64 

DIMM5 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをネ矣化した。メモリグ 
ループ#5が縮退している。 


0B65 

DIMM6 has been dis¬ 
abled 

メモリエラーをお出した。メモリグ 
ループ#6が縮退している。 


0B6F 

DIMM with error is en¬ 
abled. 

メモリエラーをお出した。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常をお出する途中にエラーを 
ネ矣化した。 


0B71 

System Temperature 
out of the range. 

温度異常をお出した。 

ファンの故障、またはファンの目詰まり 
が考えられます。保守サービス会社に連 
絡して保守を化頼して<ださい。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧をお出中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0B75 

System voltage out of 
the range. 

システムの電圧に異常を検出した。 


0B80 

BMC Memory Test 

FaiLed. 

BMC デバイス（チップ）のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B81 

BMC Firmwa re Code 

Area CRC check 
failed. 


0B82 

BMC core Hardware 
千 a i Lure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
f aiLed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失 
敗した。 


0B8A 

BMC SEL area 千 uLL. 

システムイベント□グを書き込める 
容量がない。 

SETUP を起動して、 「 Server 」 メニュ ー 
の 「 Event Log Configuration 」で 、「 Clear 

All Error Logs 」 を選び、 < Ente 「> キーを 
押して□グを消去してください。 

0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8C 

BMC command access 
f aiLed. 

BMC コマンドアクセスに失敗し 
た。 

0B8D 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Busy 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC ビジー）。 


0B8E 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Er¬ 
ror - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC エラー）。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B8F 

Cou Ld not redirect 
the console - BMC Pa¬ 
rameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC パラメータエラー）。 


0B90 

BMC Platform Informa- 
tion Area corrupted. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直6ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B91 

BMC update t irmwa re 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 
BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス（チップ）エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直6ない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0B94 

IPMB signal Lines do 
not respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller ) の故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0B95 

BMC FRU device faiL- 

ure - 

Chassis 情報を格納した SROM の 
故障。 

致命的な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してくださ 
し、それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0B96 

BMC SDR Repository 
千 a i Lure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B97 

BMC SEL device fai L- 

ure - 

BMC デバイス（チップ）の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error - 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 

RMC のファームウエアをアップ□—ド 
してください。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡してください。 

0B9B 

Private 12C bus not 
responding. 

プライベートに C バスより無応答。 

一度電源を OFF にして、起動し直して 
<ださい。それでも直らない場合は保守 
サービス会社し連絡してください。 

0B9C 

BMC interna L excep¬ 
tion. 

BMC のエラー。 

0B9D 

BMC A/D timeout er¬ 
ror - 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository cor¬ 
rupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデー 
夕の破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイべ 
ント□グのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータチェックサムエ 
ラー。 


0BD1 

1st SMBus device Er¬ 
ror detected. 

SMBus に接統されているデバイス 
にアクセスできない。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0BD4 

2nd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



0BD7 

3rd SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDA 

4th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBDD 

5th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



OBEO 

6th SMBus device Er¬ 
ror detected. 



8150 

NVRAM Cleared By 

Jumper 

ジャンパによって CMOS がクリア 
されました。 

SETUP で設定し直してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパによってパスワードがクリ 
アされました。 

SETUP でパスワードを再設定してくだ 
さい。 

Expansion ROM not 
initiaLized - PCI 
Mass Storage Con- 
troLLer in sLot xx 

オプション ROM の展開領域が不 
足。 

SCSI コント□ーラで、 OS がインストー 
ルされている八ードディスクドライブを 
接続しない場合はそのボードの ROM 展 
開を無効にしてください。 

「システム BIOS のセットアップ 
( SETUP )」 の 「PCI Configuration サ 
ブメニュー」に67ページ）を参照して 
ください。 

H/W Configuration 
of BMC is corrupt¬ 
ed . 

!!Update BMC F/W 

ConT 1 gu ra tion by 
conT 1 gu ra tion 
tooL ! ! 

!!Refer to BMC con¬ 
figuration manual! ! 

RAS 機能の設定が行われていませ 

保守サービス会社に連絡してください。 
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ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテス ト エラーが 起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM またはマザーボードを交換し 
てください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。それで 
も直らない場合は保守サービス会社に連絡し 
てマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェック中のエラー 

あるいは、未サポート CPU が実装されてい 

る。 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM / CPU 、 またはマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して DIMM 、 またはマザーボードを交換 
してください。 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
巧換して < ださい。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボードを 
巧換してください。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取り付け状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを巧換して<ださい。 
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仮想 LCD 上の エラーメッセージ 

EXPRESSSCOPE エンジン2 ( BMC ) Web ブラウザ画面上で、仮想 LCD のエラーメッセージ 
を磕認できます。上段と下段それぞれのエラーメッセージの一覧と障害内容、その対処方法を 
W します。 



LCD 上段表示 
己 IOS メッセージ 


LCD 下段表示 
BMC メッセージ 


• LCD 上段表示メッセージ 


LCD 上段表示 
BIOS メッセージ 

障害内容 

巧処方法 

XX BIOS Rev XXXX 

POST 実行中の表示です 

POST が完了するまでお待ちください。 

Prepare To Boot 

POST が完了ずると表示されます。正常 
に動作しています。 

Bo 饥が完了するまでお待ち<ださい。 

Mem Reconfigured 

メモリが縮退した状態で動作しています。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Mem Err Disable 

メモリ訂正可能エラーが多発しています。 

CPU Reconfigured 

CPU が縮退した状態で動作しています。 

Memory C-Err XX 

メモリの回復可能エラーが発生していま 
す。 

Memory U-Err XX 

メモリの回復不能エラーが発生しました。 

PCI Bus SERR XX 

PCI バスの SERR が発生しました。 

PCI Bus PERR XX 

PCI バスの PERR が発生しました。 

Chipset Err XXXX 

Chipset のエラーが発生しました。 
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• LCD 下段表示メッセージ 


LCD 下段表示 

BMC メッセージ 

障喜内容 

巧処方法 

Proc Vccp Aim XX 

電圧異常をお出。 

XX が日9の場合上限異常を示す。 

XX が02の場合下限異常を示す。 

XX が日7の場ろ上限警告を示す。 

XX が00の場合下限警告を示す。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

BB 1.2 vsb Aim XX 

BB 1.05 V Aim XX 

BB 1.5 v Aim XX 

BB 3.3 V Aim XX 

BB 3.3 vsb Aim XX 

BB 5.0 V Aim XX 

BB 5.0 vsb Aim XX 

BB に V Aim XX 

VBAT Aim XX 

BB Tmp 2 Aim XX 

温度異常をネ矣化した。 

XX が09の場合高温異常を示す。 

XX が02の場合低温異常を示す。 

警告レベルの温度異常をネ矣化した。 

XX が日7の場合高温警告を示ず。 

XX が日0の場合低温警告を示す。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 
られます。保守サービス会社に連絡して保守 
を依頼してください。 

DIMM 1 Tmp Aim XX 

DIMM 2 Tmp Aim XX 

DIMM 3 Tmp Aim XX 

DIMM 4 Tmp Aim XX 

DIMM 5 Tmp Aim XX 

DIMM 6 Tmp Aim XX 

Proc Therm % XX 

DUMP Request ! 

ダンプボタンが押された。 

メモリダンプが採取し終わるまでお待ち< だ 
さぃ。 

OS shutdown Aim 

OS の STOP エラーが発生した。 

画面に表示されたメッセージを記録し、メモ 
リダンプが採取し終わるまでお待ちになった 
後、保守サービス会社に連絡し保守を依頼し 
てください。 

Power On Cnt Aim 

電源異常が発生した。 

保守サービス会社に連絡し保守を依頼して< 
ださい。 

240 VA Power Down 

Power Unit 1 Aim 

電源ユニット1の異常が発生した。 

電源コードが接統されているか確認し、それ 
でも直らない場合は保守サービス会社し連絡 
してください。 

Power Unit 2 Aim 

電源ユニット2の異常が発生した。 

Proc Missing 

CPU が実装されていない。 

保守サービス会社に連絡し、 CPU またはマ 
ザーボードを交換してください。 

Processor T-Trip 

CPU 1 の温度異常により強制電源 OFF を 
行った。 

保守サービス会社に連絡してください。 

Processor ERR 

CPU 1 の内部エラー ( IERR ) が発生した。 

SMI timeout 

システム管理割り込み処理中にタイムア 
ウトが発生した。 

WDT timeout 

ウォッチドックタイマタイムアウトが発 
生した。 

CPU Fan Aim 

ファンアラームをお化した。 

ファンの故障またはファンの目詰まりが考え 

6れます。保守サービス会社に連絡して保守 
を化頼してください。 

System Fan 1 Aim 

System Fan 2 Aim 

System Fan 3 Aim 

HDD 0 Fault 

八ードディスクドライブの異常をお化し 
た。 

1. 異常が発生している八ードディスクドライ 
ブの取り付け状態を確認して < ださい。 

2. ディスクアレイを構成している場合、 

RAID レベルによっては1台の八ードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けるこ 
とができますが、早急にディスクを交換し 
て、再構築（リビルド）を巧ってくださ 
い。 

3. 問題が解ましない場合は、保守サービス会 
社へ連絡してください。 

HDD 1 Fault 

HDD 2 Fault 

HDD 3 Fault 

HDD 4 Fault 

HDD 5 Fault 

HDD 6 Fault 

HDD 7 Fault 
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Windows のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステムエラー)が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示され 
ます。 


*** STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQL NOT LESS OR EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 ntoskrnL.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリダン 
プのデータを保存します （ r メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 」 (Windows Server 2003 
は114ページを参照)）。のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただ 
くよう依頼される場合があります。 MO や DAT などのメディアじファイルをコピーしての保守 
員に渡せるよう準備しておいてください。 


W "0 STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 
■to U が不足していることを示すメッセージび表示されることびありますが、その 
まま起動してください。 


このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、シ 
医!^ ステムイベント□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプ 
が保をされたことを確認して < ださい。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器じエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 


サーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgent や ESMPRO / ServerManager 、 RAID システム管理ユーテイリテイな 
どの管理ツールを本装置や管理 PC へインス I -ールしておくと、何らかの障害が起きたときに 
管理 PC や本体に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 

各種アプリケーションのインス I -ールや運用方まについてはソフトウエア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細についてはオンラインヘルプで詳しく説明 
されています。 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェ、ソクリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の磕認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?1 電源び ON にな5なし、 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

-電源〕ードが本体の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続され 
ていることを磕認してください。 

一本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が巧れていたりしていないことを磕認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを磕認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON じなっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付の 
説明書を参照してください。 

また、目 IOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設定がで 
きます。 

n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯）に 
してください。 

[?1 電源び OFF にな5なし、 

n POWER スイ、ソチ抑止機能を有効にしていませんか？ 

一いったんシステムを再起動して、巨 IOS セットアップユーティリティを起動し 
てください。 

<るを言おするメこュー： 「 Security 」 一 [Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 > 
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[?] POST が終わらな し、 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

ー メモリ実装位置をご磕認ください （23 1ページ参照)。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 

n システムの起動直後に车ーボードやマウスを操作していませんか？ 

-> 起動直後に羊ーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、巨 IOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで羊ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一弊社が指定する機器 t (外は動作の保証はできません。 

[?1 システムの起動に時間がかかる-システムが起動しなし、 

n オプションボードの ROM 展開やネットワークブート （ PXE ブート）を有効にして 
いませんか？ 


一 SAS コント□ーラで、 0 S がインス!-ールされているハードディスクドライブ 
を接続しない場合はそのボードの ROM 展開を無効にしてください。また、才 
プシヨンのネットワークインタフェースカード （ N に）を介したネットワーク 
ブート （ PXE ブート）をしない場合も N にじ搭載している ROM の展開を無効 
にすることにより、メモリの消費を防ぎ、起動時間を短縮させることができ 
ます。 

く磕認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一名'種コント 
□ーラのサブメニュー> 


0 S がインストールされている八ードディスクドライブを接続しない場合はそ 
のボードの ROM 展開を 「 Disabled 」 にしてください。展開領域が不足する巧 
能性があります。 






366 障喜時の対処 


[?1 内蔵デバイスやか付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフエースケーブルや電源ケーブル（コード）が磕実じ接続されている 
ことをお認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON じします。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスじよっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインス I -一 
ルしてください。 

n オプションボードの設をを間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスじついては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付の 
説明書を参照して正しく設定して < ださい。 

ーシリアルポートやパラレルポート、 US 巨ポートに接続しているデバイスにつ 
いては、 I / O ポートアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デ 
バイスに添付の説明書を参照して正しく設定して<ださい。 

[?1 キーボードやマウスび正しく機能しなし、 

□ ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してくだ 
さい。 

一本体の電源が ON じなっている間に接続すると正しく機能しません （ USB デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF じしてから正しく接続してください。 

n 目 IOS の設をを闇違えていませんか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更することができ 
ます。巨 IOS セットアップユーティリティで設定を磕認してください。 

ードライバをインス I -ールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライ 
パがインス I -ールされていることを磕認してください（これらは 0 S のインス 
I -ールの際に標準でインス!-ールされます）。また、 0 S によっては羊ーボード 
やマウスの設をを変更できる場合があります。使用している 0 S に添付の説明 
書を参照して正しく設をされているかどうか磕認してください。 
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[?] DVD / CD - ROM にアクセスでさない-正しく再生でさなし、 

n 光ディスクドライブのトレーに確実にセットしていますか？ 

ートレーじは DVD / CD - ROM を保持するホルダーがあります。ホルダーで磕実じ 
保持されていることを磕認してください。 

n 本装置で使用できる DVD / CD - ROM ですか？ 

-> DVD / CD 規格に準拠しない「コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクに 
つきましては、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh 専用の DVD / CD - ROM は使用できません。 

[?] 正しい DVD / CD - ROM を巧入したのに下のメッわージが表ちホれる 


DVD / CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
DVD / CD - ROM が挿入されています。 

正しい DVDCD - ROM を挿入してください。 


0 K 


n DVD / CD-ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

- 光ディスクドライブから DVD / CD-ROM を取り化し、よごれや傷などがないこ 
とを磕認してから、再度 DVD / CD-ROM をセットし、 [0 K ] をクリックしてく 
ださい。 

[?] A - ドディスクドライブにアクセスでさなし、 

□ 本体で使用できる八 ー ドディスクドライブですか？ 

一弊社が指定する機器 W 外は動作の保証はできません。 
n 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

- 八ードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を磕認して< 
ださい。また、八ードディスクドライブを固をするネジは八ードディスクド 
ライブに添がされているネジを使用してください。 

[?] D 旧 K アクセスランプび緑色に点灯する 

n RAID コント□ーラを実装している場合 
ーパト□ールリードが動作中です。 

N 8103 -116 A /117 A /118 A 実装時において、パト日ールリードを有効にして 
いる場合、パト□ールリードがバックグラウンドで定期的に動作します。パ 
卜□ールリード動作中は八ードディスクドライブのアクセスランプは下記と 
なります。 

• SASA - ドディスクドライブ搭載時：緑点滅 

• SATA 八ードディスクドライブ搭載時：緑点灯 

なお、 SATA 八ードディスクドライブ搭載時は常に点なしているように見えま 
すが、性能の低下はありません。 

n 上記 W 外の場合 

一八ードディスクドライブにアクセスしているときじ緑色に点なします。この 
ランプの緑色表示は故障を意□ホするちのではありません。 












368 障善時の対処 


[?1 SCSI 機器（内蔵-か付け）にアクセスできない 

n 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

n SCSI コント□ーラの設をを間違えていませんか？ 

ーオプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ目 IOS セットアップユーティリティで正 
しく設をしてください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

n SCSI 機器の設をを間違えていませんか？ 

一外付け SCSI 機器を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設をが必要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書を参照してください。 

[?1 0S を起動できなし、 

□ 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD をセットしてし^ませんか？ 

一 「 EXPRESSBULDER 」 DVD を取り化して再起動してください。 

n os が破損していませんか？ 

-> Windows の修復プ□セスを使って修復を試してください （397 ページ)。 

[?1 モニタが正しく表ちされない 

n グラフィックアクセラレータの設定は正しいですか？ 

一下記の手順に従って、正しい設定になっていることを磕認してください。 
[画面のプ□パティ]一[設定]一[詳細設定]一[トラブルシューティン 
グ]一[八ードウエアアクセラレータ]の設をが「最大」となっていること。 

[?1 ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本体背面にあるネットワークポートに磕実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とを確認してください。 

n BIOS の設をを闇違えていませんか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ーラを無効 
にすることができます。巨 IOS セットアップユーティリティで設定を磕認して 
ください。 

n プ日トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□ーラ用のネットワークドライバをインストールし 
てください。また、 TCP / IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービス 
が磕実に設定されていることを磕認して<ださい。 
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n 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送速度が1000 Mbps 、 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
速度の切り替えまたは設をは OS 上から行えますが、「自動橫化」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または 10 Mbps のいずれかに設定:してくだ 
さい。 

また、接続している八ブと転送速度やデュプレックスモードが同じであるこ 
とを確認してください。 

[?] 電源ケーブルを接続すると、 POWER / SLEEP ランプび点なずる。 

一 AC 電源が供給された直後は、 POWER / SLEEP ランプが点灯しますが故障では 
ありません。 

-度、 POWER / SLEEP スイ、ソチを ON / OFF すると消なします。 


Windows について 


じ J Windows Server 2日日 8 /Windows Server 2日日8 R 2 のインストール時、シスアム 

のアップデート時またはシステム起動時に下のような警告びシステムイベント□グま 

たはアプリケーション□グに記録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


27 

elqexpress 

警告 

Intel ( R ) 82574 L Gigabit Server Network Connection Network link 
has been disconnected . 

27 

e 1 qexpress 
警告 

llntel ( R ) 82578 DM Gigabit Server Network Connection Network 
link has been disconnected . 


ーシステム起動時に記録される場合、システム動作上問題ありません。 


イベント ID 

: 63 

ソース 

: WMI 

種類 

:警告 

説明 

:プ□バイダ Ncs 2 は Loca に ystem アカウントを使うためじ Windows 
Management Instrumentation さ)前空間 Root ¥ lntelNCS 2 に登録され 
ました。 

このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく 
偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 


- システム運用上問題ありません。 










370 障害時の対処 


口] Windows Server 2008 R 2 の運用中、 iSCSI を認識しているげ態で OS をち起動した 

場合、なのような警告がシステムィベント□グに記録される場合がある 

イベント ID :1 
ソース ： iScsiPrt 

種類 ：エラー 

説明 ：ィニシエーターは夕ーゲットへの接続に失敗しました。ダンプデータ 

にターゲット IP アドレスと TCP ポート番号が示されています。 

一詳細じついては次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http :// support . microsoft . com / kb /976072 /ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、書き込み禁止ボリュームをちずるサーバへ 

シャドーコピーインポートを巧った場合、夕のような警告びアプリケーシヨンイベント 

□ グに記録される場をびある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


8193 

VSS 

エラー 

ボリュームシャドウコピーサービスエラー：ルーチン 
IOCTL _ DISK _ GET _ DRIVE _ LAYOUT _ EX (¥¥?¥ mpio # disk & ven_nec 
& prodjstorage _1000& rev _ 1000# 1&7 f 6 ac 24&0& 303030303030 
303031303030303032383030304636#( GUID })- BuildLunInfo 
ForDrive の呼び化し中に予期しないエラーが発生しました。 
hr 二 0 x 800700 13,このメディァは書き込み禁止になつています。 

12289 

VSS 

エラー 

予期しないエラー 

DeviceloCont 「 ol (¥¥9¥ sto 「 age # volunne #_77_ nnpio # disk & ven _ nec & 
prodJstorage _1 000 &「 ev _ 1000# 1 & 7 f 6 ac 24&0& 3030303030303 
03031303030303032383030304636#{ GUID }# 0000000000007 
e 00#{ GUID 卜〇0000000000002 B 8, x 00560000, 
0000000000000000,0 ,0000000000486600,4096, [0])です。 
hr 二 0 x 8007001 3,このメディアは書き A み禁止になつています。 


一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http :// support . microsoft . com / kb / 200301 6 /ja 


[?] Windows Server 2008 R 2 の運用中、フ□ッピードライブを有するヴーバヘシ ャ 

ドーコピーインポートを行った場合、次のような警告びアプリケーションイベント□グ 

に記録される場合びある 

イベント ID :12289 
ソース ： VSS 

種類 ：エラー 

説明 ： ボリュームシャドウコピーサービスエラー矛期しないエラー 

DeviceloControl (¥¥?¥ fdc # generic _ floppy _ drive #6 & 6 a 032 c 4&0&0 
#{ GUID }-00000000000002 B 0,0 x 00560000, 

0000000000000000,0,00000000001 EC 0 E 0,4096，[0]) です。 
hr 二 0 x 80070001 ，ファンクションが間違っています。 


一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http :// support . microsoft . eom / kb /2003968 /ja 
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[?] Windows Server 2008 R 2 環境で「システムのアップデート」を実行ずるとシャッ 

トダウン時に1ソ下のメッセージび一瞬表ちされることがある。 

[表示メッセージ] 

1個のプ□グラムが閉じられていません： 


(待機中 ） Task Host Window 

ーシステムの運用上問題はありません。 

詳細じついては次の Microsoft 社の Web サイトを参照してください。 
http :// support . microsoft . com / kb /975777/ ja-jp 

口] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを行うと、於下のようなシステムイベン 

卜□グび登録される場合びある 

イベントの：134 

ソース ： Microsoft - Windows - Time-Service 

種類 ：警告 

説明 ： II での DNS 解ずエラーのため、 NtpCIient でタイムソースとして使う手 

動ピアを設定できませんでした。 

3473457分後に再試行し、それ W 降は2倍の間隔で再試行します。 

- システム運用上問題ありません。 

?] Windows Server 2008 R 2 のインス I ルを行うと、下のようなアプリケーシヨン 

イベント□グび登録される場合びある 


イベント ID :1534 

ソース : Microsoft - Windows-User Profiles Service 

種類 ：警告 

説明 ： II コンポーネント {56 EA 1054-1959-467 f - BE 3 巨 - A 2 A 787 C 4 目 6 EA } 

のイベント 

Create のプ□ファイル通®は失敗しました。 


- システム運用上問題ありません。 


イベント ID :1015 

ソース ： Microsoft - Windows - Security-SPP 

種類 ：警告 

説明 ： HRESULT の詳細情報。 

返された hr = 0 XC 004 F 022、 元の hr = 0 x 80049 E 00 


— ► 


ライセンス認証後に登録されていなければ、システム運用上問題ありません。 












372 障喜時の対処 


[?1 Windows Server 2日08のインストールを巧うと、 l ^ TF のようなシステムイベント □ 

グが登録される場合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


5 

storflt 

警告 

The Virtual Storage Filter Driver is disabled through the registry . 

It is inactive for all disk drivers . 

134 

Microsoft - Windows - Time-Service 

警告 

' time . windows . com ,0 x 9' での DNS 解ミ夫エラーのため、 NtpCIient で夕 
イムソースとして使う手動ピアを設定できませんでした。 

15分後に再試行し、それじ(降は再試行間隔を2倍にします。 

エラー： Note inconnu . (0 x 80072 AF 9) 

263 

PlugPlayManager 

警告 

サービス ShellHWDetectiorV は停止する前に、デバイスイベント通巧 
の登録解除を行っていない可能性があります。 

7000 

Service Control Manager 

エラー 

Parallel port driver サービスを、次のエラーが原因で開始できませんで 
した： I 指をされたサービスは無効であるか、または有効なデバイスが関 
連がけられていないため、開始できません。 

15016 

Microsoft - Windows-HttpEvent 

エラー 

サーバー側認証用のセ羊ュリティパッケージ Kerberos を初期化でき 
ません。データフィールドにはエラー番号が格納されています。 


システム運用上、問題ありません。 
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[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、 l ^ TF のようなアプリケーシヨンイ 

ベント□グび登録される場_合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント D 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


63 

Microsoft-Windows-WMI 

警告 

プ□バイダ Ncs2 は Loca に ystem アカウントを使うために Windows 
Management Instrumentation さ)前空闇 Root¥lntelNCS2 に登録され 
ました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユーザー要求 
を正しく偽装しない場合はセ丰ュリティ違反が起こる可能性がありま 
す。 


プ□バイダ IntelEthemetDiag は Loca に ystem アカウントを使うため 
に Windows Management Instrumentation さ)前空間 Root¥CIMv2 じ 
登録されました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダがユー 
ザー要求を正しく偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性 
があります。 

プ□バイダ WmiPerfClass は Loca に ystem アカウントを使うために 
Windows Management Instrumentation さ)前空間 「oot¥cimv2 に登 
録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー 
要求を正しく偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性があ 
ります。 

1020 

EvntAgnt 

エラー 

レジストリ パラメータの 処理中に エラーが 発生しました。 

拡張エージェントは終了中です。 

1054 

Security-Licensing-SLC 

警告 

コンポーネントエラーです。 hr 二 0X80049E00, [4, 3] 

2019 

EvntAgnt 

エラー 

SNMP Event Log Extension Agent が正しく初期化されませんでし 
た。 


3001 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルは末尾じ配置されませんでした。 

3003 

EvntAgnt 

警告 

□グファイルの終わりの配置エラー 

一番古い□グレコードを取得できません。指をされた八ンドルは 
17891340です。 

GetOldestEventLogRecord からのリターンコードは223です。 


- システム運用上、問題ありません。 









374 障喜時の対処 


[?1 Windows Server 2008 /Windows Server 2008 R 2 のシステム起動時に、システ 

ムイベント□グにをのような囚餐のエラー、および警告び IS 錄される置をびある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 


11 


iANSMiniport 

警告 

次のアダプタリンクは接続されていません。 
Intel(R ) 〜 


13 

iANSMiniport 

警告 

Iritel(R) 〜がチームで無効化されました。 

16 

iANSMiniport 

なし 

[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの 
接続が失われました。 

22 

iANSMiniport 

警告 

プライマリアダプタは次のプ□ーブをお化しませんでした。 Iritel(R) 〜 
原因でチームが分割されている可能性があります。 


- ネットワークアダプタでチームを設定をした場合、システム起動時に上記のイべ 
ント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?1 Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、なのイベントがシステムイベント 

□グに記録される場合がある 

イベント ID :10 

ソース ： VDS 動的なプ□バイダ 

説明 ：ドライバからの通知を格納するが、プ□バイダに失敗しました。 

仮想ディスクサービスを再起動する必要があります。 
hr 二 80042505 

一詳細については次の Microsoft 社の Web サイトを参照ください。 
http://support.microsoft.com/kb/948275/ja 
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[?] Windows Server 2008のインス I ルを巧うと、巧のイベントびシステムイベント 

□グに記録される場合びある 


ソース : Microsoft-Windows-Security-Licensing-SLC 

種類 ：警告 

イベント ID :1021 

説明 ： SLUIN 饥 ify サービスを開始できませんでした。 hr 二 0x80070424 

ーライセンス認証画面より、ライセンス認証を行ってください。 


ソース 

種類 

イベント ID 


Microsoft-Windows-User Profiles Service 

警告 

1534 


説明 


コンポーネント {56EA1054-1959-467f-BE3 目 -A2A787C4 巨 6EA} の 
イベント Create のプ□ファイル通知は失敗しました。 

エラーコードは -2147023591 です。 


□グオン時一度登録される場合がありますが、システム運用上問題ありませ 
ん。 


[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、 ■UTF のようなイべ 

ント□グび登録される場合びある 


ソース ： LoadPerf 

種類 ：エラー 

イベント ID : 3009 

説明：サービス C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecprf.ini 

(C:¥WINDOWS¥syswow64¥ipsecp 「 f.ini) のパフ ォー マンスカウンタの 文字列 
をインスI-ールできませんでした。 

エラーコー ドは データ セクションの最初の DWORD です。 

- システム運用上、問題ありません。 

[?1 Windows Server 2003 x 目4 Editions のインス I ルを巧うと、 l^TF のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース ： DCOM 

種類 ：エラー 

イベント ID :10016 

説明：コンピュータ既定権限の設定では、 CLSID 

{555F3418-D99E-4E5 1 -800A-6E89CFD8B 1 D7} をもつ COM サーバーアプリ 
ケーションに対する□一カルアクティブ化アクセス許可をユーザー 
NT AUTHORITY¥LOCAL SERVICE SID (S- 1 -5- 1 9) に与えることはできませ 
ん。このセキュリティのアクセス許可は、コンポーネントサービス管理ツールを 
使って変更できます。 

- システム運用上、問題ありません。 













376 障善時の対処 


[?1 Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを巧うと、ソ下のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

ィベント ID :5603 

説明：プ□バイダ Rsop Planning Mode Provider は WM 哈前空間「〇〇祥 RSOP に登録さ 
れましたが、 HostingModel プ□パティが指をされませんでした。 

このプ□バイダは LocalSystem アカウントで実行されます。 

このアカウントには特権があり、プ□バイダがユーザー要求を正しく偽装しない 
場合はセキュリティ違反が起こる可能性があります。 

プ□バイダのセ车ュリティの動作を磕認し、プ□バイダ登録の HostingModel プ日 
パティを、必要な機能が実行可能な最ル限の権限を持つアカウントじ更新して< 
ださい。 

-システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 目4 Editions のインストールを行うと、 ■UTF のようなイべ 

ント□グび登録される場合びある 

ソース ： WinMgmt 

種類 ：警告 

イベント ID : 63 

説明：プ□バイダ HiPe 「 fCooke 「_ v 1 は LocalSystem アカウントを使うためじ WM 陷前空 
間 RoM ¥ WMI じ登録されました。このアカウントじは特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正しく偽装しない場合はセ羊ュリティ違反が起こる可能性があり 
On 9 〇 


:プ□バイダ WMIProv は LocalSystem アカウントを使うために WMI さ)前空闇 
Root ¥ WMI に登録されました。このアカウントには特権があり、プ□バイダが 
ユーザー要求を正し<偽装しない場合はセキュリティ違反が起こる可能性があり 
ます。 


-システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 x 64 Editions のインストールを巧うと、 ■UTF のようなイべ 

ント□グが登録される場合がある 

ソース : Service Control Manager 

種類 ：エラー 

イベント ID : 7011 

説明： Dfs サービスからのトランザクション応答の待機中にタイムアウト （30000 ミリ 
秒）になりました。 


一再起動後にこのイベントが登録されていない場合、問題ありません。 
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[?j Windows Server 2003 /Windows Server 2003 x 64 Editions のイン乂 卜ール 


暦、システムのアップデート時またはシステム起動直に拾王のような璧告びシステムイ 


ベント□グに記録される場合がある 

イベント ID : 27 


ソース 

種類 

説明 

elqexpress 

邀化 
言口 

Intel(R) 82574 L Gigabit Server Network Connection 

Network link has been disconnected. 

イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

32 

e 1 qexpress 

邀化 
言口 

Intel(R) 82574 L Gigabit Server Network Connection 


Network link has been established at 1 Gbps full duplex. 

ーシステム起動時に記録される場合、システム動作上問題ありません。 

[?] Windows Server 2003 /Windows Server 2003 x 目 4 Editions で Intel ( R ) 


PROSet をインス I ル時にアプリケーシヨン□グに次のような警告び記録される場 


合びある 


イベント ID 

ソース 

種類 

説明 

5603 

WinMgmt 

警告 

プ□バイダ Ncs2 は WMI 名前空間 Root¥lntelNCS2 内で登録されまし 
たが、 HostingModel プ□パティを指定しませんでした。このプ□バイダ 
は、 Loca に ystem アカウントを使って実行されます。このアカウントは特 
権を与えられているため、プ□バイダが正し<ユーザー要求を偽装できな 
い場合、セキュリティ違反を起こす可能性があります。 


- システム運用上問題ありません。 












378 障善時の対処 


[?1 Windows Server 2003 R 2 の運用中、下のようなイベント□グが登録される場合 

がある 

ソース ： IPMIDRV 

種類 ：エラー 

イベント ID :1001 

説明： IPMI デバイスドライバは、 IPMI 目 MC デバイスがシステムでサポートされている 
かどうか判断しようとしました。このドライバは、 SM 目 IOS の Type 38 レコード 
を橫索できることで IPMI 巨 MC を橫化しようとしましたが、レコードが見つから 
ないか、レコードにデバイスドライバのバージョンとの互換性がありませんでし 
た。 SM 目 IOS の Type 38 レコードが見つかっている場合は、イベントの Dump Date 
フィールドじこのレコードがバイナリ表示されます。 

一 Windows Server 2003 R 2 において提供されている「八ードウエアの管理」 

を利用している場合、上記のイベント□グが登録されます。 

詳細な内容については、下記サイトにある 「Windows Server 2003 R 2 で提 
供される「八ードウエアの管理」利用の手引き」を参照してください。 

[ PC サーバサポート情報] 
http :// support . express . nec . co . jp / pcserver / 

[?1 Windows Server 2003ヴービスパックを適用後 、 Windows Server 2003 R 2 

D 旧 C 2をインス I ^ールした 

ー サービスパックを再適用してください。 

なお 、 Windows Server 2003 R 2 Disc 2 をインストールした後に一度でも 
サービスパックを適用している場合は、サービスパックを再適用する必要は 
ありません。 

* インス!-ール時の適用順唐が不明な場合は、サービスパック再適用を推奨 
します。 

[?] 下のメッセージび表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のフイセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手統きが完了するまで□グオンすることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますか？ 

コンピュータをシャツトダウンするには〔キャンセル]をクリックしてく 
ださい。 


はい （Y) 


いいえ （N) 


丰ヤンセル 


n Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
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[?] Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntAgnt の警告 

が登録される場合びある 

イベント ID :1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースフアイルはです。 

イベントの： 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは 32 です。 

- システム運用上、問題ありません。 

[?] Windows Server 2日 03 /Windows Server 2003 x 目4 Editions のシステム起動時 

に、システムイベント□グになのような内容のエラー、および警告び記録される場合び 

おる 

イベント ID :11 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明：次のアダプタリンクは接続されていません。 

Intel 〜 

イベント ID :13 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 

説明： Intel 〜がチームで無効化されました。 

イベント ID :16 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：エラー 

分類 ：なし 

説明：[チームを]、最後のアダプタはリンクを失いました。ネットワークの接続が失わ 
れました。 

イベント ID : 22 
ソース ： iANSMiniport 
種類 ：警告 

分類 ：なし 


説明：プライマリアダプタはプ□ーブをお化しませんでした。 

Intel 〜原因でチームが分割されている可能性があります。 

ーネットワークアダプタでチームの設定をした場合、システム起動時に上記の 
イベント□グが記録されますが、 LAN ドライバの動作上問題ありません。 


[?] Windows のインストールび正しくできない 


n インストール時のを意事項を磕認していますか？ 


一 Windows Server 2003 は 88 ページ（または、オンラインド丰ュメント）を参 
照してください。 













380 障善時の対処 


[?1 Windows のインス I "ール申、イベントビユーアのシステム□グに;欠のような内容の警 

告が記録 ぶれる 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーがお化されました。 


システムの運用上、間題ありません。 

[?1 Windows のインス!"ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージび表ちされ、インストールび続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、複数の論理ドライブを作成してイン 
ストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインス I -ールする八ードディスクドライブ w 外の八ードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインストールを行ってください。 

一 RAID システムを構築して 0 S をインストールする場合は、論理ドライブを複数 
作ぶせず、1つだけ作成してインストールを行ってください。複数の論理ドラ 
イブを作成する場合は、インストール完了後、 RAID システムのコンフィグ 
レーシヨンユーティリティを使用して追力□作成してください。 

[?] Windows のインス I ^ール中、イベントビユーアのシステム□グに下の□グび出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ NetBT _ Tcpip _{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーパーを起動できませんでした。 


ー ネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 

[?1 Windows のインストール後にデバイスマネージャで日本語106/109キーボードび英 

語101/ I 02キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、 

キーボードの入力は日本語106/109丰ーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109キーボードに変更したいときは、下の手順で変更してくだ 
さい。 

(1) [スタートメニュー]から[設を]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をク 
リ、ソクする。 

(3) [丰ーボー鬥をクリックし、 W 下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 羊ーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
キーボード （106/109 キー）を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 
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(7) W 下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行す 
る。 



[?] Windows の動作び不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 OS をインス I -ールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安定になることがあります。 

システムのアップデート手順は、 EXPRESS 巨 UILDER に格納されているを OS 
のインストレーシヨンサプリメントガイドを参照してください。 

[?1 STOP エラーび発生した時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しない 

一障害発生時に「自動的に再起動する」の設をにかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。また、この現象発生時に画面に青い縦線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 

[?1 ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF びできなし、 

ーブルー画面で電源を OFF じする時は、強制電源 OFF ( POWER スイ、ソチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFF になりません。 

[?] バックアップ媒体か！5システムをリストア後、動作びおかしい 


一 EXPRESS 巨 ULDER を使ってシステムをアップデートしてください （1 13ぺ一 
ジ参照)。 

[?] Telnet ヴービスびインス!ルされていない 


ーコンピュータをを14文字]: i 下にして、 < Telriet サービスのインス I -ール手順> 
に 従って Telnet サービスをインス I -ールしてください。 

く Telnet サービスのインス I ル手順> 

(1) スタートメニューから[ファイルをを指定して実行]をクリックする。 

に）[を前]ボックスに rtintsvr / service 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

(3) スタートメニューから[コント□-ルパネル]-憎理ツール]-けービス]を開き、 
サービスの一覧じ Telne けービスが登録されていることを磕認する。 

* Telnet サービスのインストール後は、コンピュータをを15文字じ(上に設定して 
も問題ありません。 














382 障喜時の対処 


[?1 リモート Power On/Off (Wake ON LAN ) が機能しない 

一 AC ON 直後は、リモート Power ON/OFF 機能 (Wake ON LAN ) は使用できませ 
ん。いったん、 Windows 2003を起動し、 JU 下の設をを行いシャットダウン 
してください。その後は、 AC OFF しない限り、リモート Power ON/OFF 機能 
を利用できます。 

[スタート]一[管理ツール]-> [コンピュータの管理]からデバイスマネージャ 
を選択し、ネットワークアダプタ配下の Intel ( R ) PRO / 1000 EB Network 
Connection with I/O Aceleration #ri をダブルクリックし、[詳細設定]のタブ 
からじ(下を設定してください。 

PME をオンじする：[オン] 

Wake On 設定 ： [Magic Packet ] 


[?1 /3 GB スイッチ使用時、 OS び起動しない 


一 /3 GB スイッチ使用時、 OS が起動しなくなる場合があります。 

その場合はじ(下の URL を参照し、 /userva スイッチを使用してユーザーモード 
の領域を適切な値に調整して<ださい。 
http :// support . microsoft . com / kb /316739 /ja 

[?1 システム時刻びずれる 


-> NTP (Network Time Protocol ) サーバなど時刻を調整するサーバを利用しな 
い場合、実時刻に対してシステム時刻がずれることがあります。 

この場合は、 NTP サーバを利用するか、 Windows Time サービスを無効に設 
定してください。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESS 巨 ULDER から起動できない場合は、次の点について磕認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESS 巨 ULDER をセットし、再起動しないと エラー メッ 
セージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n 目 IOS のセットアップを間違えていませんか？ 

一目 IOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設定するこ 
とができます。巨 IOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順唐を変更してください。 

く磕認するメニュー： 「 Boot 」 > 

n ホフォーマット状態の円 ash FDD 、 又は FD を接続していませんか？ 

一接続されている円 ash FDD 、 又は FD が Windows からフォーマット済みと認識 
されることを磕認してください。ホフォーマット状態の場合はフォーマット 
してください。 

□ 巨 00 1 selection 画面で 『Os installation *** default ***』 を選択した場合に W 下のよ 
うなメッセージが表示されます。 

メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因 

EXPRESS 己 UILDER は、このコンピュータを動作対象としていません。 
正しいバージョンをセットして 「0 K 」 ボタンを押してください。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

EXPRESSBUILDER の対象マシンで 
はありません。 

対象マシンで実行して<ださい。 

マザーボード上の八ードウエアに関する情報を取得できませんでした。 
対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

( roK 」 ボタンを押すと再起動します） 

マザーボード交換時など、 
EXPRESSBUILDER が装置固有情報 
を見つけられない場合に表示されま 
す。 

マザーボード上の八ードウエアに関ずる情報が不正です。 

対象外の機種、またはマザーボードが故障している可能性があります。 

(マザーボード交換直後にこのエラーが化たときは 、 「Maintenance 

Utility 」 を使って八ードウエアの情報を正しく設定してください） 


n Windows 用 OEM - 口 sk が作成できない場合、 t (下のようなメッセージが表示され 
ます。 

メッセージの内容を磕認して、原因にある対処を行ってください。 


メッセージ 

原因 

フォーマットに失敗しました。書き込み禁止になっているか、フ□、ソ 
ピーディスクが破損している可能性があります。 

フ□、ソピーディスクを確認し、再度 OEM - Disk の作成を実行してくださ 
い。 

Flash FDD もしくはフ□、ソピーディ 
スクが書き込み禁止になっていまず。 
書き込み禁止を解除して<ださい。 

フ□、ソピーディスクをご使用の場合 
で、書き込み禁止しなっていない場 
合、フ□、ソピーディスクドライブを 
接続しなおしてください。 

ファイルの削除に失敗しました。 

書き込み禁止になっていないかなど、メディアの状態を確認して<ださ 
い。 
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シームレスセットアップについて 

く Windows 〉 

[?] ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインス I "ールされている 

-> LAN ケーブルが接続されていなかった場合、ドメイン参力□設定ではな<、 
ワークグループ設定でインストールされます。 OS 起動後に、ドメイン参力□を 
行ってください。 

[?1 シームレスセットアップ中、が付け八ードディスクドライブの中身び消去された 

□ OS をインス I —ルする八ードディスクドライブ外の八ードディスクドライブを 

接続していませんか？ 

一 OS をインス I -ールする八ードディスクドライブ JU 外の八ードディスクドライ 
ブを取り外し、シームレスセットアップを行ってください。 

[?1 ネットワークの接続名び 『Local Area Connection 』 になっている 

ー シームレス セットアップの仕様です。 

ネットワーク接続をを変更する場合は、シームレスセットアップ完了後に実 
施してください。 

[?1 HDD の巧頭に未使用領域びある 

□ インストールした 0 S は Windows Server 2003ですか？ 

一 Windows Server 2003でシームレスセットアップを実行した場合、 HDD の先 
頭 8 MB が未使用領域となる場合がありますが、システム運用上、問題ありま 
せん。 

[?1 プ□ダクトキーを入力するタイミングびない 


□ Windows Server 2008の場合 

ーバックアップ DVD-ROM を使用してインス!ルする場合、プ□ダクト丰一の 
入力は必要ありません。バックアップ DVD-ROMJU 外の OS DVD-ROM を使用 
している場合は、プ□ダクト羊一の入力画面が、 " OS セットアップ中"および 
" OS インス I -ール後に表示される[マイク□ソフトソフトウエアライセンス条 
項]前"に2回表示されますのでメッセージじ従ってプ□ダクトキーを入力し 
てください。 

□ Windows Server 2003の場合 

ーバックアップ CD-ROM を使用してインス!-ールする場合、プ□ダクト丰一の 
入力は必要ありません。バックアップ CD-ROMt (外の 0 S CD-ROM を使用し 
ている場合は、プ□ダクト车一の入力画面が 0 S セットアップ中に表示されま 
すのでメッセージに従ってプ□ダクト车一を入力してください。 
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[?] Windows Server 2008をシームレスセットアップで I 旧をインストールした場合、 

1ソ下の機能がインストールされている 

n Windows プ□セスアクティブ化サービス 
-プ□セスモデル 
一構成 API 

n リモートサーバ管理ツール 
-役割管理ツール 
- Web サーバ ( IIS ) ツール 

一 I にの基本機能をインス I -ールする場合は、上記の機能をインストールする必 
要があるため、有効になります。 


< Linux > 

[?] シームレスセットアップ-インス I ^ールキーび、どこに記載されているか見つか5なし、 

- Linux サービスセツト同捆の「はじめにお読みください」に記載されていま 
す。 


[? j 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストールァィスク （「Red Hat 

Enterprise Linux 5.4 Server ( x 8 目 ） Install Disc 1 〜日」）び Linux ヴービスセット 

の中に見つか5ない 

一巨 TO (工場組み么み化荷)時には、インス I -ールディスクがに0イメージとして 
Linux Recovery パーティシヨンに格納されています。シームレスセットアッ 
プで「八ードディスクからのインス!-ール」を選択し再インス!-ールする場 
合は、格納されているに0イメージを使用するため、インストールディスクの 
作成の手闇が省けます。 

インス I —ルディスクの入手方まは 、 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

「 Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスクが同 
捆されていますので、そちらをご利用ください。 
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[?1 BTO (工場組み込み出荷)時の八ードディスクに不日月なパーティション(タイプ vfat ) が 

確保されている 

一 Linux を BTO (工場組み込み化荷)で購入された場合、 Linux の再インス!ル用 
に Linux Recovery パーティション懒 5 GB ) が磕保されています。 

Linux Recovery パーティションには、再インス I '■'ールに必要なインストール 
ディスクのに0イメージやドライバ、アプリケーションなどが格納されていま 
す。 

システム運用時に Linux Recovery パーティションが必要ない場合 、 Linux 
Recovery パーティションを削除することができます。再インストール時に必 
要になった場合には、 「 EXPRESSBULDER 」 DVD から Linux Recovery パー 
ティシ ョンを作成する ことができます。 なお 、 Linux Recovery パーティショ 
ンを作成するにはインストールディスクが必要です。 

[?] 既巧の Linux のパーティションを残したままシームレスセットアップできない 

ーシームレスセットアップでは、再インス I -ールを対象にしています。そのた 
め、既存の Linux パーティションを残したまま再インス I -ールはできません。 
必要なデータをバックアップし、シームレスセットアップを行ってください。 

[?1 BTO (工場組み込み出荷)時 m 外のノーティション構成でシームレスセットアップできな 

い 

ー シームレス セットアップでは、 パーティション レイアウトとして「目 TO (エ 
場組み込み化荷）時パターン1〜3」および「手動で設定する」を選択するこ 
とができます。 

シームレスセットアップ時に BTO (工場組み込み化荷)時]: i 外のパーティション 
構成でインス!ルするには、 STEP 7 (148 ぺージの手順12を参照）の[パー 
ティション- パッケージの設定]画面で「手動で設をする」を選択してくださ 
し^。その後、画面の指示に従い操作を行い、インストール開始後表示される 
Linux の標準インストーラのパーティション設定画面(テ羊ストモード)でパー 
ティシ ョンを設定してください。 

[?1 Linux Recoverv パーティションをインストール時に削除できない 

ーシームレスセットアップの STEP 6 (148 ぺージの手順11を参照）の[インス 
トール方法の選択]画面で rCD / DVD からのインス!-ール」を選択するか、 
マニュアルセットアップでインス I -ールしてください。 

[?1 シームレスセットアップ時にインス I ^ールされるパッケージを知りたい 

ーシームレスセットアップでは、 BTO (工場組み込み化荷)時と同じパッケージ構 
成でインストールされます。 

目 TO (工場組み込み化荷)時にインス I -ールされるパッケージは 、 「Red Hat 
Enterprise Linux 5 Server インストレーションサプリメントガイド」を参照 
してください。または、パ、ソケージの選択画面 （148 ぺージの手順12を参照） 
で「こちら」をクリックすると、巨 TO (工場組み a み化荷）時のパッケージ 
一覧が表示されます。 
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[?] シームレスセットアップで「実行ずる1ボタンをクリックし、再起動画面で再起動ずると 

Linux 標準インストーラが起動し言語やキーボード設定をホめ5れる 

ーインス!-ールディスクの1枚目を挿入したまま再起動したためです。シームレ 
スセットアップの[実行する]ボタンをクリック後、最初の再起動時にはすベて 
の CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、言 
語や车ーボードの設を画面になる場合は、「セットアップ前の磕認事項じつい 
て」（140ページ）を参照し、シームレスセットアップが可能な八ードウェア 
構ぶになっているかを確認してください。 

[?] シームレスセットアップで r 実行する1ボタンをクリックし、再起動画面で再起動ずると 

Linux 標準インス I ^ーラが起動しない 

一 「 EXPESSBULDER 」 DVD またはフ□、ソピーディスクが挿入されたまま再起動 
された可能性があります。シームレスセットアップの[実行する]ボタンをク 
リ、ソク後、最初の再起動時にはすベての CD / DVD およびフ□、ソピーディスク 
を取り化して再起動してください。 

すべての CD / DVD およびフ□、ソピーディスクを取り化して再起動しても、 
Linux 標準インストーラが起動しない場合、オプションボードなどに八ード 
ディスクが接続され、ブートする八ードディスクが BTO (工場組み込み化荷)時 
と異なる可能性があります。 

巨 TO (工場組み込み化荷)時と同じ構成に戻し、再度シームレスセットアップを 
行ってください。 

[?] シームレスセットアップでインストール時に 、 「Do you have a driver disk ?」 という 

メッセージび表示される 

一 Linux 用ドライバディスクを要求するメ、ソセージです。事前に Linux 用ドライ 
パディスクを用意し、上記メッセージが表示された場合 Linux 用ドライバディ 
スクを挿入しインストールを継続してください。 

rEXPESSBUILDERJ のトップメニューの 「 Linux 用ドライバディスクを作成 
する」で作成するか、シームレスセットアップ中に Linux 用ドライバディスク 
を作成することができます。または、オートランで起動するメニュー (319 
ページ）から作成することもできます。 

[?] シームレスセットアップでインス!"ール時に、 「 CD が見つかりません J または 「CD 

Not Found 」 というメッセージび表示される 

ーインストールディスクを要求するメッセージです。 

インストールディスクの1枚目を挿入し、インストールを継続してください。 

[?] シームレスセットアップ中に OS インス!^ールディスクに入れ換えた後、「コマンドの実 

巧時にエラーび発生しました。装置の構成を確認し、再度処理を実行してください。」 

というメッセージび表示される。 

一 0 S インス I -ールディスクのメディアに傷やほこりなどがついて一部正常に読 
み取れない状態になっているか、メディアの作成に失敗している可能性があ 
ります。メディアをクリーニングするか別のメディアを使用してインス I -一 
ルディスクを再作成してください。 

0 S インストールディスクから装置を起動し、メディアチェックを実行するこ 
とで正常に作成できたかどうかを磕認することができます。 

メディアの書き么み速度によってはメディアの作成に失敗する場合もありま 
すので、メディアの書き么み速度を遅くするか、別のライティングソフトを 
ご使用 < ださい。 
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[?1 シームレスセットアップでインス!"ール後、巧のような現象び発生ずる。 1 -X Window 

Svstem が起動しない （ S ねけ X コマンドび異笛終了ずる)。とコンソール端末に表ちさ 

れるメッセージび文字化けずる。 3 .X Window System は起動ずるが、キーボード設 
定が英字配列になっている。4.ネットワーク設定び行われていない 

-> Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参 
照し、 Linux の初期導入設をを行って<ださい。 

[?1 フ□ッピーディスクドライブの指定で " sda " を選択したび、エラーメッセージび表示 

される 

一 OS が認識するフ□、ソピーディスクドライブのデバイスをが" sda " と異なっ 
ている可能性があります。他のデバイス（通常はリストの一番最後のデバイ 
スを）を選択してください。 

[?1 オプションの LAN ボードを増設して [Red Hat Enterprise Linux 5 ServerJ をイン 

ス I ルすると、本体装置の LAN にケーブルを接続し ethO 、 ethi を有効にしても 

ネットワーク接続びできない 

オプションの LAN ボードを増設した場合、本体装置の LAN ボードに付与され 
るデバイスをが変更される場合があります。本体装置の LAN ポートのデバイ 
スをが変更されている場合、ケーブルの差し替え、またはネットワークの設 
定変更を行い、ネットワーク接続できることを確認してください。 
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オートランで起動するメニューについて 

[?] オンラインドキュメントび読めない 

n Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

ーオンラインド车ュメントの一部は、 PDF ファイル形式で提供されています。 
あらかじめ Adobe Reader をインス I ルしておいてください。 

n 使用している os は 、 Windows XPSP 2 ですか？ 

一 SP 2 じてオンラインド车ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上に]:下 
のような情報ノ \一が表示されることがあります。 


セ丰ュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブ 
コンテンツは表示されないよう 、I internet Explorer で制限されていまず。 
オプションを表示するには、ここをクリックしてください... 


この場合下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を選 
択する。 

「セ车ュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を選択する。 

[?1 メニューび表示されなし、 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows XPJU 降、または Windows 2003降ですか？ 

一本プ□グラムは、 WindowsXPJU 降または Windows 2003降のオペレー 
ティ ングシステムにて動作させてください。 

-> Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0をインストールしてください。 

一 Windows 2008 Server Core 環境には対応していません。 

n く Shif わ羊一を押していませんか？ 

一く3わげわ车一を押しながらディスクをセットすると、オートラン機能が羊ャン 
セルされます。 

n os の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライブのアイコンをダブ 
ルクリックしてください。 


[?] メニュー項目がグレイアウトされている 


n ご使用の環境は正しいですか？ 


一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 
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[?1 メニユーが英語で表ちされる 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


ExpressPicnic について 


[?] ExpressPicnic び起動できない 


一 ExpressPicnic は、 「 Microso が HTML Application host 」 で実行する必要が 
あります。 

起動しない場合は、下記の手順で 「 Microsoft ® HTML Application host 」 の 
関連付けを行ってください。 

(1) Windows のスタートメニューから[ファイルをを指定して実行]を選択 
する。 

(2) 「％ windi 「96¥ systenn 32¥ mshta . exe / register 」 と入力する。 


ESMPR 0 について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）について 


一添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインド丰ュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド羊ュメント 

「 ESMPRO/ServerAgent ( Linux 版）ューザーズガイド」、 「 ESMPR 0/ 
ServerAgent ( Linux 版）インストレーションガイド」で詳しい使い方やその 
他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerManager について 


一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインド丰ュメント 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「インストレーションガイド」でトラブルの回避方 
まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 








運用•保守編 391 


情報提供ツール 「 NEC か5のお知らせ J 

[?] .NET Framework Version と01^降のインス!ル時に、情報提供ツール 「 NEC か 

5のお知らせ」を終了させる旨のメッセージび表示される 

一情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」をインス!ルしている環境で . NET 
Framework Version 2.0 降をインストールする場合、事前に情報提供ツー 
ル 「 NEC からのおおらせ」を終了させる必要があります。情報提供ツール 
「 NEC からのお知らせ」を終了させた後、改めて . NET Framework のインス 
I -ールを開始してください 。 .NET Framework インス!-ール終了後、情報提 
供ツール 「 NEC からのお知らせ」を起動させてください。修復-削除時も同 
様です。 


^7イル巧用中 


セツトアップを続行する前こ、 W 下のアプリケーションを開化ください。 

部陪端挪がわで 


[ +ヤンかレを》 ] I おがが巧 I に mm ] 


【情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」終了手順】 

(1) デスクトップに表示されている次の画面をクリ、ソクする。 


N 防からのわからせ 

ここをりけ的 して内巧をご巧記<だ ft ) 

、 _^ 

に）次の画面が表示されたら[キャンセル]をクリックする。 
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W 下のメッセージが表示される場合がありますが、[丰ヤンセル]をクリツ 
クしてください。 



(3) 次の画面が表示されたら[いいえ]をクリックする。 


一迎間なじ再度わがらせをま示しますか？ 




PaI 画面右下のタスクトレイに情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」のアイコン 

のみ表示されている場合は、アイコンをクリックして手順2、手順3を実施して 
ください。 


t (上で、【情報提供ツール 「 NEC からのおおらせ」終了手順】は完了です。 

.NET Framework Version 2.0 JU 降のインス I ル後や修正-削除後、スター 
トメニューから [プ□グラム]をポイントし、 [ NEC からのお知らせ]から 
[ NEC からのお知らせ]をクリックし、再度情報提供ツール 「 NEC からのお知 
らせ」の実行、設定を実施してください。 
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RAID システム、 RAID コント□ーラについて 

RAID システムを構成している本体装置がうまく動作しないときや、管理ユーティリティが正 

しく機能しないときは次の点について磕認してください。また、該当する項目があったとき 

は、処理方まにしたがった操作をして<ださい。 

[?] 0 S をインス I ^ールできない 

n RAID コント□ーラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

一 RAID コン フィグレーショ ン ユーティリティ (LSI Software RAID 

Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しくコンフィグレーションして 
ください。 

[?] 0 S を起動できな し、 

n RAID コント□ーラの BIOS 設をが変更されていませんか？ 

一 RAID コンフィグレーションユーティリティ (LSI Software RAID 
Configuration Utility や WebBIOS ) を使って正しく設定してください。 

n POST で RAID コント□ーラを認識していますか？ 

一 RAID コント□ーラが正しく接続されていることを認識してから電源を on にし 
てください。 

一正しく接続していても認識されない場合は、 RAID コント□ーラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社、または購入された販売店へ連 
絡してください。 

[?1 リビルドびできなし、 

n リビルドする八ードディスクドライブの容量が少なくありませんか？ 

一故障した八ードディスクドライブと同じ容量の八ードディスクドライブを使 
用してください。 

n 論理ドライブが、 RAD 0 ではありませんか？ 

一 RAID 0 には冗長性がないため、リビルドはできません。故障した八ードディ 
スクドライブを交換して、再度コンフィグレーション情報を作成し、イニ 
シャライズを行ってからバックアップデータを使用して復旧してください。 

[?] オートリビルドびできなし、 

n 八ードディスクドライブを交換（ホットスワップ）するときに十分な時闇をあけま 

したか？ 

ーオートリビルドを機能させるためには、八ードディスクドライブを取り化し 
てから取りがけるまでの間に90秒じ(上の時間をあけてください。 

n 設をを間違えていませんか？ 

一 LSI Software RAID Configuration Utility を使って、才ートリビルドの設定を 
確認してください。 TOP メニュ— * 「 Objects 」 一 「 Adap お「」一 
「Auto Rebuild 」 

* WebBIOS にはオートリビルドの設定はありません。 







394 障喜時の対処 


[?1 A - ドディスクドライブが Fail になった 

一契約されている保守サービス会なまたは購入された販売店へ連絡して<ださい。 

[?1 Universal RAID Utility の物理デバイスの情報の一部び正しく表示されない 

一 LSI Embedded MegaRAID™ をご使用の場合 、 Universal RAID Utility の物理デ 
バイスの情報の一部が正しく表示されない場合がありまず。 


その他について 

[?1 下のメッセージび表示される 


Spurious 8259 A interrupt : IRQ 7( IRQ 15) 


ーメッセ-ジについては割り么みコント□-ラ(8259)が IRQ を正しく受け取れな 
かったことを CPU へ通知した際に表示されるメッセージであり、本メッセー 
ジについては無視するようお願い致します。 
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j シス5 最 f 斤の1きま耐こを巧(む 
一度のエクスポートくじ… 


F)[ 巧恨がま示(V)〜レプお） 

At □ヴの巧しいまを姐） 1 

1 、 

的 J のイベント 


□ヴファイルの]ビーを巧巧します。 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


Hi 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 


1. コント□ールパネルから[管理ツール]-[イベントビユーア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動していたアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セ羊ユリティ□グ]にはセ丰ユリティに関連するイベント 
が記録されています。[システム□グ]には Windows のシステム構成要素で発生し 
たイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

己.[ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] 
をクリックする。 


STOP エラーやシステムエラー、ストールが起きている場台はいったん再起動 
してか5作業を始めます。 


• ly 降で説明ずる障害情報の採取については、保守ヴービス会社の保守員 
か5情報採取の依頼びあったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示ず 
メッセージび表示されることびありまずび、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動すると、障害情報び正し 
く採取でをません。 


障害情報の探取 


群 


里 


ねねねねねねねねねねねなねねね 


かが 


11111 11111 

ioloooo 00000 

親 II … JEI 

'例'例如加沁 C C 伽：！磁以 '例如心如 
訓趴化化做倘 WWW 側 

SSSSDDPP e e eusssss 

ががが：^:^幼幼^讶抓邮加邮切ががが則 

ク乃 J 乃乃乃刀"^。 

嘛 I 謝痛陳暖^柳論励柳 I 妻庸嘛嘛断 
2 i2 2222222222222222 


排排郁辄排排排都が排排郎 
巧巧巧巧巧巧巧巧巧巧巧巧 

•みみみみみみみみみみみ？？^ 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 




































396 障喜時の対処 


構成情報の採取 

八ードウエア構成や内部設を情報などを採取します。 
情報の採取には「診断プ□グラム」を使用します。 


wO I ^ STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場合はいったん再起動 
置 3 してか5作業を始めまず。 


Windows Server 2003 の場合 

1. スタートメニューから[ヘルプとサポート]をクリックする。 

2. ツールノ く 一から[ヴポート] をクリックする。 

3. 隅連項目]から[システムの詳細情報]をクリックする。 

4. [システムの詳細情報を表示する]をクリックする。 

日.[ファイル]メニューの[エクスポート]コマンドをクリックする。 

目.[ファイル名]ボックスに保存するファイルの名前を入力する。 

7. [保存]をクリックする。 

ユーザーモードプ□セスダンプ（ワトソン博±の診断情報）の採取 

アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。詳しくは「導入編」の「ユーザー 
モードプ□セスダンプの取得方法」 （128 ページ）を参照してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合は、 
ラベルに rNTBackupJ で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
し^。彰断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報）の設 
定 」 （Windows Server 2003は114ぺージ）を参照してください。 



• 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動 
作しているときに操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれびあ 
りまず。 

• 障害の発生後に再起動したとさに仮想メモリび不足していることを示す 
メッセージび表示される場合びありまずび、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合がありまず。 
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システムの修復 


-Windows Server 2008 R2 / Windows Server 2008 の場合一 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、システム回復オプションを使用してシ 
ステムの修復を行うことができます。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者 
のもと実施してください。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 

-Windows Server 2003 x64 Editions, Windows Server 2003 の場合 - 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステムの 
修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勧めでき 
ません。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。 


W -0 • システムの修復後、必ずシステムをアップデートしてください。また、 

raa Windows の場 S ホ、システムのアップデートに加え、各種ドライバを 

アップデートしてください。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されている各 0 S のインストレーシヨンサプリメントガイドの「シ 
ステムのアップデート」、「ドライバのインストールと詳細設定」を参照 
して < ださい。 

• 八ードディスクドライブび認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 








398 保守ツ ー ル 


巧巧ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設を等を行うためのツールです。 


本書内の説明、およびを種 ツールのメ、ソセージに おいて フ□、ソピー 
ディスクに関する記述がありますが、本製品は フ □、ソ ピー ディスクド 
ライブを内蔵していません。オプションの Flash FDD を使用するか、 
USB FDD をお持ちの方は USB FDD を使用してください。 


巧巧ツ_ルの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 

1. 周辺機器、 Express ヴーバの順に電源を日 N にします。 

2. Express サーバの光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセット 
します。 

3. DVD をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押す） 
か、電源を日 FF / ON して Express ヴーノくを再起動します。 

光ディスクドライブから下のようなメニューが起動します。 


Tool menu (Normal mode): 

□一カルコンソールで、ソールを 使用 
する場合に選択します。 


Tool menu (Redirection mode): 
コンソールレスで、ソールを 使用する場 
合に選択します。 



メニューの初期選択は ros installation 」 となっています。 

Boot Selection メニュー表示後、10秒間操作び巧われない場合は 、 「Os 
installation 」 び自動で起動します。 
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4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool meniKNormal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu(Reclirection mode )」 を選択します。 

t 又下に示す Language selection メニューを表示します。 



メニューの初期選択は 「 Japanese 」 となつています。 

量3 Language selection メニュー表示後、己秒間操作び行われない場合は、 
「 Japanese 」 び自動で起動しまず。 


己. 「 Japanese 」 を選択します。 

「Japanese」 を選択すると次の、ソールメニューを表示します。 



□一カルコンソールを使用した場合 


コンソールレスの場合 



6. 各ツールを選択し、起動します。 












400 保守ツール 


巧巧ツ_ルの機能 


保守ツールでは下の機能を実行できます。 


参 Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 0 が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の磕認ができます。 


オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムでず。才 
フライン保守ユーティリティを起動するとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示す説明）びありますが、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
テイの操作を熟知している保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 JU 下の機能を実行できます。 


- IPM 晴報の表示 


IPMKIntelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守を換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特をす 
ることができます。 

- 巨 I 0 S セ、ソトアップ情報の表示 

巨 I 0 S の現在の設定値をテ羊ストファイルへ化力します。 

- システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テ羊ストファイルへ化力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設をのバックアップ（退撒をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設をを復旧できます。 




システム情報のバックアップ方法については、133ぺージで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知したイ呆ず員必外は斤わないでくださし、。 


- システム マネージ メント機能 

巨 MCX 巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行います。 
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• BI0S/FW Updating 

弊社 Web サイトの]: i 下のページで配布されるを種 BI 0 S/FW (ファームウェア）のアップ 
デー トを使用して、本装置の BI 0 S / FW をアップデートすることができます。 

[PC ヴーバヴホート情報 ] http://support.express.nec.co.jp/pcserver/ 

を種目 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 


，■〇 BI 0 S / FW のアップデートプ □ グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
■M でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 

• R0M-D0S Startup FD 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


• rest and diagnostics 

Test and diagnostics (システム彰断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を横査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。352ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージメント機能 
から起動するちのと同じです。 




402 保守ツール 


コンソールレス 


保守ツールは、本体に车ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 己800シリーズに使用し 
ないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレスでは、 「 BootSelection 」 メニュー中の 「Tool menu 
(Redirection mode )」 を選択して下さい。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「」 インストレーシヨンガイドを参照 
してください。 


wnj • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
■to いでください。光ディスクドライブび最初に起動するようになっていな 

いと使用でさません。 

• LAN 接続は管理用 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作ずるためには、操作する管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ずフ□ッピーディスクドライブに挿入しておく必 
要びあります。 r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマ 
ネージメント機能や、 ESMPR 0 /BMC Confi 呂 uration または 
ESMPRO / ServerA 呂 entExtension で作成することびできます。「設 
定情報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必ず似 
下のファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSL . LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法似がの手段履源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションび正常にできない場合 
びあります。設定ファイルで再度設定を巧ってください。 

• Windows Server 2008で COM のダイレクト接続を行う場合は、デ 
バイスマネージャで COM ポートを「無効」に設定して、リブートを実 
施してください。 
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BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 

• LAN Controller: [Enabled] 

参 Serial Port A: [Enabled] 

参 Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

参 Serial Port B I/O Address: [2F 引 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

• Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

• Console Type: [PC ANSI] 





404 移動と保管 


移動と保管 

本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさ なし、 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



A 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


• フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場台はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

• 八ードディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて < ださい。 

• J \- ドディスクドライブを内蔵している場台は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにま意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-1〇で〜已5で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 


1 . CD - R 日 M / DVD - R 日 M をセツトしている場合は取り出す。 

2. 本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消灯）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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己.本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと徊包する。 

輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機翻ま、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場台は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添がされています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスじついて」をご覧ください。 

保証期間後の修理じついてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に連 
絡してください。 


W -0 • NEC 製似がけードパーティ）の製品、または NEC び認定していない 
■to 装置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につ 

いては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格製造業者名、 
製造国び明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の号機番号と保証書の保証番 
号が一致していませんと、保証期間内に故障した場台でも、保証を受け 
5れないことびありますのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、(下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （3 日日ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I -ールされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

t (上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


W -0 この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできませ 
置3 ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

n 障害情報（395ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サー 
ビス会社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは弊社の保守サービス会社、および弊社が認定した保守サービス会社じよっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けじなる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくは 
この後の説明をご覧 < ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算ずる方式で、作業の内容によって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細については 、 「NEC コーポレートサイト （ http :// www . nec . co . jp /) 」の「サポート情報」を 
ご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 

• サービス料金は契約する曰数/時間帯により異なります。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (イ t 表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレ 
ス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) J の申し込みに関するご質問•ご相談 
は「エクスプレス受付センター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお痛かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

製品情報やサポート情報など、本製品に関する最新情報を掲載しています。 

[NEC フィールディング（株）ホームぺージ] http :// www . fielding . co . jp / 
メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
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